
◆市町村間で都市機能を連携させたい 

都市間ネットワークを強化したい（圏域間の交流を促進したい）・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 

【取組みの目【取組みの目的】 

 

 

名 称 秋田内陸地域における公共交通ネットワークの連携 

場 所 秋田県北秋田市・仙北市（秋田内陸地域公共交通連携協議会） 

取組みの 

背景 

○北秋田市、仙北市にとって、秋田内陸縦貫鉄道は、生活および観光にとって重要な路線で

あるが、利用者の減少等により、存続が課題となっていた。 

○北秋田市と仙北市が連携し、秋田内陸線駅の二次アクセスの整備、集落や各施設を結ぶ

公共交通の再編、地域間交流の促進や少子高齢化への対応などを図ることとした。 

取組みの 

概要 

○北秋田市と仙北市を結ぶ秋田内陸線の利便性の向上や利活用を促進するため臨時列車

実証運行及び乗車促進キャンペーン等を実施したほか、駅と集落を結ぶ二次アクセスの整

備に向けた乗合タクシーによる実証運行などを行った。 

・臨時列車実証運行 

 観光客が増加する紅葉の時期に合わせて、臨時列車の実証運行(上下各１本)を１０月１日

から６０日間実施した。 

・秋田内陸線乗車促進キャンペーン 

 １０月から沿線７万人を中心に年３回の利用を呼びかけ、現状プラス２０万人の乗車目標に

向けた運動を展開している。 

・駅と集落を結ぶ乗合タクシー実証運行 

 既存公共交通機関（秋田内陸線及び路線バス）との接続向上及び交通空白地域の解消を

目的として実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北圏においては、都市間距離が長いことや地形が起伏に富んでいることなど、市町村間の連携を進め

ていく上での制約がある。公共公益施設等の相互利用などによる都市機能の相互補完を図るためには、市

町村間の連携を支える広域交通ネットワークを強化することが必要。 

【秋田県北秋田市・仙北市】 

⇒上記の課題に対し、北秋田市と仙北市では、秋田内陸線沿線において、地域の実態に応じた広域公共交

通ネットワークの充実を目指している。 

出典：国土交通省ホームページ 



活用制度・

事業 

○地域公共交通活性化・再生総合事業 

取組みの 

効果 

○秋田内陸線や路線バス等の公共交通の利便性を

向上させ、生活路線としての価値を高めるとともに

観光客の交流を促進し秋田内陸地域の活性化の

軸となることが期待されている。 

○秋田内陸地域公共交通連携協議会は、秋田県、

北秋田市、仙北市並びに秋田内陸縦貫鉄道(株)

などの関係機関が一体となって、生活路線の維持

とともに広域的な観光振興により公共交通と地域

活性化を図ることを目指して設立された。 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：秋田内陸縦貫鉄道ホームページ 

問い合わせ先：北秋田市総務部 内陸線再生支援室 【TEL】0186－82－2114


